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科学技術を生かした防災・減災政策の国際的展開に関する検討委員会 

委員会 
第 23 期 
第 1 回（平成 28 年 1 月 5 日、IRDR 分科会と合同開催） 

⁃ 防災・減災国際委の設置 
⁃ ジュネーブ会議準備 

第 2 回（平成 28 年 3 月 31 日、IRDR 分科会と合同開催） 
⁃ G サイエンス共同声明の内容確認 
⁃ 国際会議企画：方向性、進め方 

第 3 回（平成 28 年 5 月 20 日、IRDR 分科会と合同開催） 
⁃ 国内外の取り組み状況の整理 
⁃ 国際会議企画：コンセプト 

第 4 回（メール審議） 
第 5 回（平成 28 年 10 月 20 日、IRDR 分科会と合同開催） 

⁃ 国内外の取り組み状況の整理 
⁃ 国際会議企画：コンセプト 

第６回（平成 29 年 1 月 4 日、IRDR 分科会と合同開催） 
⁃ 国内外の取り組み状況の整理 
⁃ IAP 防災減災声明準備 
⁃ 国際会議企画：実施計画 

第 7 回（平成 29 年 3 月 15 日） 
⁃ 国内外の取り組み状況の整理 
⁃ IAP 防災減災声明準備 
⁃ 国際会議企画：concept note, WG、セッション概要 

第 8 回（平成 29 年 5 月 12 日、IRDR 分科会と合同開催） 
⁃ 国内外の取り組み状況の整理 
⁃ IAP 防災減災声明日本原案 
⁃ 国際会議企画：WG、セッション概要、スコーピングワークショップ準備 

第 9 回（平成 29 年 6 月 30 日、IRDR 分科会と合同開催） 
⁃ 国内外の取り組み状況の整理 
⁃ IAP 防災減災声明 WG 意見状況 
⁃ 国際会議企画：ポリシーブリーフ原案、国際調整状況 

第 10 回（平成 29 年 8 月 18 日、IRDR 分科会と合同開催） 
⁃ 国内外の取り組み状況の整理 
⁃ IAP 防災減災声明 WG 案 
⁃ 国際会議企画：ポリシーブリーフ日本案、国際調整状況、アジェンダ、会議フ

ォーマット、招聘・登録 
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第 24 期 
第 1 回（平成 29 年 11 月 2 日） 

⁃ 防災・減災国際委 24 期：23 期からの継続 
⁃ レジリエンスフォーラム開催準備 

第 2 回（平成 30 年 1 月 5 日） 
⁃ レジリエンスフォーラム、IAP 防災・減災声明の報告 
⁃ グローバルプラットフォーム 2019 に向けて 

第 3 回（平成 30 年 3 月 3 日） 
⁃ 防災・減災科学技術シンセシスとナショナルプラットフォームのガイドライ

ンについて 
第 4 回（平成 30 年 6 月 28 日） 

⁃ 防災・減災国際委 24 期新規体制の確立 
第 5 回（平成 30 年 10 月 13 日） 

⁃ Nation's Synthesis の推進について 
⁃ 防災推進国民大会 2018（東京ビッグサイト）公開シンポジウム「災害からあ

なたを守る科学技術との対話」 
第 6 回（平成 31 年 3 月 22 日） 

⁃ 成都会議、アジア学術会議、第三回日印防災協力、第 4 回世界防災研究所サミ

ット、防災減災連携研究ハブ報告 
⁃ グローバルプラットフォーム（GP）2019（ジュネーブ）準備 

第 7 回（令和 2 年 1 月 29 日） 
⁃ 日中分野別ハイレベル研究者交流会 2019 (防災減災編)、防災推進国民大会

2019（名古屋）公開シンポジウム「災害を科学と語り継ぎ未来を生きる～伊勢

湾台風の記憶をよみがえらせ、南海トラフ地震津波に備える」、世界防災フォ

ーラム 2019 報告 
⁃ 提言骨子議論 

第 8 回（令和 2 年 3 月 19 日）Zoom 会議 
⁃ 提言本文案議論 

第 9 回（令和 2 年 4 月 23 日）Zoom 会議 
⁃ 提言本文案議論 

第 10 回（令和 2 年 9 月 11 日）Zoom 会議 
⁃ 提言確認 
⁃ 24 期活動レビュー 
⁃ 25 期の活動形態について 

 
提言・出版等： 

第 23 期 
⁃ G サイエンス声明(平成 28 年 4 月) 
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※防災・減災に関する国際研究のための東京会議分科会（第 23 期・第 3 回）と土木工

学・建築学委員会 IRDR 分科会の共同で、提言「防災・減災に関する国際研究の推進と

災害リスクの軽減―仙台防災枠組・東京宣言の具体化に向けた提言―」を平成 28 年 3 月

18 日に表出) 
第 24 期 
⁃ 東京声明 2017（レジリエンスフォーラム、平成 29 年 11 月) 
⁃ ポリシーブリーフ（レジリエンスフォーラム、平成 29 年 11 月) 
⁃ IAP 声明（レジリエンスフォーラム、平成 29 年 11 月) 
⁃ レジリエンスフォーラム報告書（平成 30 年 3 月) 
⁃ JDR 「災害レジリエンス構築のための科学・技術国際フォーラム 2017」特集号（平成

30 年 12 月) 
⁃ 24 期学術大型研究申請：重点大型研究に採択 
⁃ 提言「持続可能でレジリエントな国際社会のための学術からの提言－知の統合オンラ

イン・システムの構築とファシリテータの育成－」（令和２年 9 月） 
 
シンポジウム等 

第 23 期 
⁃ G サイエンス：会合開催(2016 年 2 月 18-19 日)、総理へ声明手交(2016 年 4 月 19 日) 
⁃ 防災推進国民大会 2017（東京）公開シンポジウム「災害は貧困を加速する」（平成 28 

年 8 月 27 日） 
⁃ サイエンスアゴラ：「災害とレジリエンス－平成 28 年熊本地震災害の教訓－」（平成 28 

年 11 月 6 日） 
⁃ スコーピング会議開催(2017 年 5 月 23 日、IRDR 科学会議、UNISDR グローバルプラ

ットフォーム（いずれもカンクン）にて２回開催) 
第 24 期 
⁃ 防災推進国民大会 2018（東京）公開シンポジウム「災害からあなたを守る科学技術と

の対話」 
⁃ IRDR 成都会議（2018 年 10 月、成都） 
⁃ アジア学術会議（2018 年 12 月、日本学術会議）  
⁃ 防災推進国民大会 2019（名古屋）公開シンポジウム「災害を科学と語り継ぎ未来を生

きる～伊勢湾台風の記憶をよみがえらせ、南海トラフ地震津波に備える」 
 
調整活動 

⁃ タスクチーム会合：46 回 
⁃ レジリエンスフォーラム準備（持続会議分科会：１回、主催機関会議：４回) 
⁃ 防災減災連携研究ハブ会議：２回 


